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研究題目：神経障害性疼痛に対する漢方薬の鎮痛作用ーin vivo パッチクランプ法による

電気生理学的解析ー 

 

【研究概要】 

痛みは非常に苦痛を伴い耐え難い不快な感覚であり、QOL の著しい低下を招く。特に

慢性疼痛などは難治性であり既存鎮痛薬では効果が薄いことが多い。一方近年、慢性疼痛

に対する漢方薬の有効性について幾つか報告され注目を集めている。しかし、その作用機

序などは不明である。そこで本研究では、抗がん薬であるパクリタキセルにより引き起

こされる神経障害性疼痛に対する牛車腎気丸の構成生薬の鎮痛効果に対する行動薬理

学的及び電気生理学的解析を行い牛車腎気丸による疼痛抑制の作用機序解明を目的と

して研究を行った。 

 

【成果要約】 

 申請者所属教室は、過去にパクリタキセル誘発機械的アロディニアに対する牛車腎

気丸の鎮痛効果について報告している。本研究ではまず、牛車腎気丸の構成生薬のう

ちどの生薬が鎮痛効果を及ぼしたのかパクリタキセルを用いた神経障害性疼痛モデル

動物を用いて行動薬理学的な解析を行った。その結果、車前子エキスを投与した群で

有意に抑制効果が見られた。更に、車前子の主要成分であるアウクビンを用いて同様

の実験を行ったところ有意に抑制効果が見られた。一方で、アウクビンの代謝産物で

あるカタルポールやアウクビンの前駆体であるゲニポシド酸では抑制効果が見られな

かった。次いで、アウクビンの抑制効果について in vivo 記録法を用いて脊髄後角細

胞から記録を行い興奮性応答の解析を行った。その結果、モデル群脊髄後角胞では

sham 群には見られない自発発火が見られた。アウクビンを投与したモデル群では溶

媒群を投与したモデル群に比べ自発発火が有意に抑制されていた。更に皮膚に加えた

機械的痛み刺激に対する応答もアウクビン投与群では溶媒群に比べ有意に抑制されて

いた。現在は更に詳細な作用機序解明を目指し研究を行っている。 
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